


は　じ　め　に

　新型コロナウィルスの感染症法上の分類が５月８日に、季節性インフルエンザなどと
同じ「５類」に引き下げられることが決まりました。私たちの暮らしの中の制約は緩和
に向かい、感染対策と社会経済活動の両立を図る「ウィズコロナ」時代の本格的な始ま
りと言えるでしょう。国内初の感染確認から約３年。長引くコロナ禍の中で、子どもの
発達への影響が懸念されてきました。マスクをして表情が見えない状況でのコミュニケー
ションの妨げ、オンライン化が進み、スマホやタブレット端末を見る時間が長くなるなど、
数年後にどのような影響が出るのか気掛かりです。
　さて、今年度も、尚絅子育て研究センターでは、乳幼児保育研究会や保育 Café、公開
シンポジウムなどに取り組んできました。オンラインを活用するなど工夫を重ねてきま
したが、多くの保育者の先生方にご参加いただき、厚く御礼申し上げます。８月６日に
行われた第 21 回公開シンポジウムは、夏の研修の一つとして活用された人も多かったよ
うです。大阪市立大空小学校の初代校長の木村泰子先生のご講演は、誰もが大切にされ
る保育とはどういうことかを考えさせられるものでした。ありのままの自分でいて、自
分から自分らしく、自分の言葉で語ることが果たしてできているでしょうか、自らを問
い直す時間になりました。定例の乳幼児保育研究会では貴重な実践報告を下に、活発な
議論が展開されました。保育者が常に学び続けることは、子どもや保護者を見る目が磨
かれ、子どもの実態に即した創意工夫ある保育が展開することに繋がります。それぞれ
が学んだことは、園内で共有し、園の教育・保育力を上げるきっかけにしたいものです。
　このたび、『児やらい』は、第 19 巻を発刊することになりました。本学幼児教育学科
の教員を中心に執筆し、実に多様なテーマの論文が収録されております。公開シンポジ
ウム、乳幼児保育研究会の詳細については、後半に掲載しております。多くの皆様にお
読みいただき、ご意見やご指導をいただければと思います。
　今後も、尚絅子育て研究センターは、保育・教育・子育ての現場の皆様と学び合うこ
とを大切にし、子育ち・子育ての一助となれるように努めて参りたいと思います。

　令和５年２月１日
尚絅子育て研究センター長

片　桐　真　弓
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